
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３一 読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて、文章を整える 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 
 〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 B 書くこと 
   エ 読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えること。 

≪推敲≫ 
 
■正答及び正答率等 

正答 正答率 誤答率 無答率 

・ ４「判じ絵」を調べることにした理由を明確にしようとした。 ５２.３％ ４６.９％ ０.８％ 

 

■主な誤答とその要因 

主な誤答 要因 

・ ３「判じ絵」に興味をもったきっかけを明確にし

ようとした。 

  （反応率 ２９．３％） 

・ 「ため」の前後の関係が「原因と結果」の

関係になることを十分に理解できていない

と考えられる。 

 

 
 



 内容の系統と指導のポイント 

中学校第１学年 

図表やグラフを用いた目的や意図を捉える 
小学校第５・６学年 

書いた文章を読み返し、伝えたい内容が十分に表されているか

検討する 

書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使

い方を検討する 

 

中学校第２学年 

平成３０年度全国学力・学習状況調査 Ａ問題（中学校） 
４一 意見文の下書きに一文を書き加える意図として適切なもの

を選択する。 
 

 〈正答〉 

４と解答しているもの 

    正答率６０．３％  誤答率３９．４％  無答率０．６％ 

B 書くこと エ 
 読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方な
どを確かめて、文章を整えること 

平成３１年度全国学力・学習状況調査 （中学校） 
３一 意見文の下書きに読み手にとってわかりやすい文章にするた

めに、書き加える言葉として適切なものを選択する。 
  
 
〈正答〉 
  ３と解答しているもの 
  正答率８７．３％  誤答率１２．３％  無答率０．４％ 

B 書くこと エ 
 読み手の立場に立って、表現の効果などを確かめて、文章を整
えること 
 

 
① 読み手の立場に立って文章の構成、表記、語句の用法、叙述の仕方や表現の効果などを確認しな

がら文章を整えることができるよう、新聞に意見文を投書する活動を設定し、意見文の下書きにつ

いて推敲させる。 

② 意見文の下書きを個人で作成した後、①において確認した事項を観点としてグループで読み合

い、それぞれの観点において読み手を意識して書くことができているか検討させる。 

③ グループで検討した内容を基に推敲し、意見文を完成させる。 

本設問の活用の手順 

平成３１年度全国学力・学習状況調査 （小学校） 

１一 公衆電話について調べたことを【報告する文章】で〈資料２〉

と〈資料３〉をそれぞれどのような目的で用いているか、適

切なものを選択する。 

〈正答〉 

資料２…２と解答しているもの 

資料３…４と解答しているもの 

   正答率７５．２％  誤答率２４．２％  無答率０．６％ 

Ｂ 書くこと オ 
 文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整
えること 

(国立教育政策研究所 HP) 

(国立教育政策研究所 HP) 

(国立教育政策研究所 HP) 

「読むこと」の学習におい
ても、文章の構成、表記、
語句の用法、叙述の仕方や
表現の効果などに注目して
文章を読む活動を繰り返し
行い、読み手としての力を
育んでいく。 


